
｜

’

函
索
町
ぢ
丈
著
資
料
㈲

太
上
肥
渡
辺
家
古
丈
者

》

０

口

０

呵

Ⅱ

Ⅱ

０

Ｆ

Ｌ

ー



I

t

Ⅱ
酢
Ｉ
Ⅲ
Ｉ
ト
ー
Ｉ
Ⅲ
Ｉ
卜
仙
肋
皿
Ｗ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ⅲ
１
１
Ⅲ
１
１
ト
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
叱
叩
・
Ｉ
・
ｉ
ｉ
，
‐
１
１

ー

隆一 虫



|I 溢



Ｉ

０

１

１~

皇ゴ



一 一一一一



一二0 ~



’
終
わ
り
に
、
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
ご
熈
力
を
い
た
だ
い
た
調
査
員
の
特
機

方
、
そ
し
て
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
渡
辺
清
様
に
対
し
ま

し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

望
し
て
発
刊
の
序
と
い
た
し
ま
す
。

今
回
こ
こ
に
、
そ
の
第
二
次
調
査
成
果
と
し
て
大
土
肥
・
渡
辺
家
（
清
氏
所

蔵
）
古
文
書
が
二
か
年
の
調
査
期
間
を
経
て
資
料
集
と
し
て
発
刊
で
き
る
こ
と

は
誠
に
意
義
深
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本
書
が
当
函
南
町
及
び
周
辺
地
壊
に
お

け
る
近
世
史
逢
研
究
す
る
上
で
の
好
賛
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
切

世
の
正
し
い
雁
史
を
知
る
た
め
、
昭
和
六
‐

事
業
を
実
施
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
郷
士
函
南
町
は
、
わ
が
国
で
も
右
数
の
鯏
光
地
Ｉ
伊
豆
半
島
Ｉ
へ

の
玄
関
口
に
位
置
し
、
北
に
は
富
士
を
仰
ぐ
風
光
明
媚
な
土
地
で
あ
り
ま
す
。

温
暖
な
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
も
相
ま
っ
て
、
い
ま
や
人
口
は
三

五
、
○
○
○
人
を
超
え
静
岡
県
下
第
一
位
の
町
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
社
会
生
活
の
変
化
や
多
様
化
、
そ
れ
を
と
り
ま

く
環
境
も
急
変
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
古
く
よ
り
伝
わ
る
風
俗
や
慣
習
な
ど
も

我
々
の
目
前
か
ら
い
つ
の
間
に
か
姿
を
消
し
て
い
く
も
の
も
少
な
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。こ
う
し
た
現
状
に
対
し
、
黄
重
な
盗
料
の
消
滅
や
散
逸
を
防
ぎ
、
当
町
の
近

の
正
し
い
雁
史
を
知
る
た
め
、
昭
和
六
十
年
度
よ
り
町
内
古
文
書
収
集
調
査

’

序

函
南
町
教
育
委
員
会
教
育
長

需

聞

十

小

鶴

舳

平

成

四

年

三

月



一
、
本
書
は
静
岡
県
田
方
郡
函
南
町
大
土
肥
に
所
在
す
る
渡
辺
識
古
文
魯
喪
料
集

で

あ

る

。

二
、
本
書
に
掲
載
し
た
賓
料
は
渡
辺
家
古
文
書
の
う
ち
、
近
代
以
降
を
除
い
た
三

六
三
点
（
平
成
二
年
三
月
末
調
盃
現
在
）
の
う
ち
主
要
な
二
八
一
点
で
あ
る
。

三
、
本
書
に
係
る
資
料
は
、
平
成
二
年
度
に
函
南
町
教
育
委
員
会
が
渡
辺
家
よ
り

借
り
受
け
て
、
原
本
を
コ
ピ
ー
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
．

四
、
本
番
に
係
る
事
業
は
、
函
南
町
教
育
委
員
会
が
計
画
し
た
町
内
古
文
番
収
集

調
査
事
業
の
第
二
法
調
査
と
し
て
、
平
成
二
年
三
月
よ
り
平
成
四
年
二
月
に
か

け
て
行
な
い
、
喪
料
の
解
魏
・
原
稿
執
誰
は
次
の
調
査
員
（
函
南
町
腿
史
研
究

会
会
員
）
に
依
頼
し
実
施
し
た
も
の
で
あ
為
。
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

香

川

幸

夫

笠

松

幸

一

田

中

悟

水

上

和

子

な
お
、
原
本
の
コ
ピ
ー
は
瀬
川
さ
い
（
函
南
町
中
央
公
民
館
噸
員
）
が
行

な

っ

た

。

五
、
本
書
を
構
成
す
る
分
類
基
準
は
、
「
静
岡
県
史
』
（
静
岡
県
）
で
行
な
っ
て

い
る
近
世
盗
料
分
類
例
に
拠
り
、
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ

類

支

配

関

係

Ｂ

類

土

地

関

係

Ｃ

類

貢

租

関

係

Ｄ

類

村

制

関

係

Ｅ

類

諸

産

業

関

係

Ｆ

類

商

業

関

係

Ｇ

類

交

通

・

通

信

関

係

Ｈ

類

水

利

・

土

木

関

係

凡

例

Ｋ

類

宗

教

・

習

俗

・

身

分

関

係

六
、
本
書
を
構
成
す
る
に
あ
た
り
次
の
点
を
統
一
し
て
い
る
。

（
ご
文
章
は
説
み
下
し
文
と
し
た
。

（
三
前
行
に
あ
る
［
被
］
［
可
］
の
よ
う
に
次
行
で
鏡
み
下
す
場
合
、
そ

の
文
字
の
位
置
を
示
す
た
め
、
前
行
に
（
）
書
き
で
示
し
た
。

（
三
）
○
○
衛
門
、
○
兵
衛
、
候
は
活
字
体
と
し
た
。

（
四
）
虫
喰
、
損
錨
な
ど
の
不
明
簡
所
は
、
字
数
を
推
算
し
ロ
ロ
と
し
た
．

（
五
）
文
章
及
び
文
字
の
説
み
方
が
難
解
な
箇
所
は
ル
ビ
を
つ
け
た
。

（
六
）
原
文
を
尊
重
し
、
異
体
字
は
忠
実
に
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
よ
う
に
努

め
た
。
な
お
、
宛
字
、
誤
字
、
そ
の
他
疑
問
と
思
わ
れ
る
原
字
も
原
文

の

ま

ま

書

い

て

（

マ

マ

）

と

し

た

・

七
、
本
書
の
編
集
は
、
調
査
員
の
香
川
笠
松
田
中
三
氏
が
行
な
っ
た
。

八
、
本
事
業
に
係
る
事
務
局
は
、
函
南
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
が
担
当
し
た
。

九
、
本
書
に
係
る
資
料
（
原
本
写
、
解
蹄
文
、
未
掲
載
を
含
む
）
は
躯
務
局
で
保

管
し
て
い
る
・

十
、
本
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
調
査
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
示
さ
れ
快
く
資
料

を
ご
提
供
く
だ
さ
れ
た
渡
辺
清
氏
に
対
し
ま
し
て
．
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
本
書
の
刊
行
を
も
っ
て
、
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
ご
好
意

に
対
す
る
資
務
の
一
端
遊
果
た
し
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。
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141312
、 、 、

11
、

村
方
窮
養
育
の
た
め
の
御
見
捨
場
）

皿
、
申
渡
（
麦
貸
付
）

９
、
下
知
之
事
（
御
米
十
五
俵
、

６
、
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
若
者
徒
党
に
て
強
姦
）

７
、
御
願
申
連
印
一
札
之
事

（
栄
蔵
他
百
姓
代
一
名
の
出
府
断
の
願
）

７
、
申
渡
覚
（
名
主
本
役
未
難
組
極
、
見
習
其
ま
ま
彦
三

郎
是
迄
之
通
用
向
村
用
万
端
無
差
支
）
六
通

８
、
韮
山
御
役
所
御
触
書
写
（
寺
院
僧
侶
へ
の
達
）

４

、

御

触

留

3 2 1

御
触
書
（
無
宿
、
長
脇
差
、
所
持
の
者
召
捕
く
し
）
当
村
役
人

申
渡
（
積
立
麦
売
渡
し
）

定
（
井
出
志
摩
守
制
札
写
）

標

題

豆
州
三
嶋
御
役
所
貸
附
金
質
地
帳

差
上
申
一
札
之
宴
（
韮
山
御
貸
付
金
借
用
）

下
知
書
（
旗
本
勝
手
賄
金
返
方
に
つ
い
て
）

（
敵
殺
害
の
者
手
配
）

Ａ

類

~

地
頭
所
⑳

井
出
志
摩
守
正
次

士

屋

織

部

④

大

土

肥

村

役

人

中

へ

大

土

肥

村

組

合

親

地
頭
所
大
屋
織
部

倉
次
郎

大

士

肥

彦

三

郎

韮

山

役

所

大

土

肥

村

百

姓

大

土

肥

村

武

右

衛

門

他

二

十

三

名

宗

右

衛

門

殿

大

土

肥

村

名

主

浦
野
喜
兵
衛

宗

右

衛

門

差

出

人

大
土
肥
村
惣
兵
衛

名
主
宗
右
衛
門
他
二
名

井
出
甚
右
衛
門

浦

野

庄

兵

錆

⑳

大
土
肥
村

組
頭
倉
次
郎
へ

大
宮

浦
野
庄
兵
衛

大
士
肥
村
名
主

宗

右

衛

門

殿

他

請
取
人

I

九
月

天
保
十
二
年
二
月
（
一
八
四
二

文
久
一
↑
一
年
十
月
十
三
日

（

一

八

六

二

）

文
久
三
年
十
一
月
（
一
八
六
三
）

五
月
吉
日

年

月

日

宝
暦
六
年
正
月
（
一
七
五
六
）

文
化
十
二
年
十
二
月
（
一
八
一
五
）

文
化
十
三
年
十
月
（
一
八
一
六
）

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

文
政
六
年
六
月
（
一
八
二
三
）

文
政
七
年
八
月
（
一
八
二
四
）

酉
年
六
月
（
文
政
八
年
？
）

（

一

八

二

五

）

文
政
十
三
年
一
月
二
十
五
日

（
一
八
三
○
）
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一
恵

毎
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時苧迫守嗣
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し今

世
一 一

壱

一

芳
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⑧
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Ｌ
曲
弘
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０
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１
６
１
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一
、
中
田
弐
反
壱
畝
拾
壱
歩

一
、
上
田
九
畝
五
歩

一
、
上
田
壱
反
三
畝
拾
四
歩

一
、
上
田
壱
反
拾
四
歩

一
、
上
田
壱
反
歩

一
、
上
田
壱
反
九
畝
拾
九
歩

一

、

上

田

壱

反

壱

畝

弐

拾

八

歩

同

所

一
、
上
田
四
畝
弐
拾
五
歩

一
、
上
田
壱
反
弐
拾
七
歩

一
、
上
田
壱
反
五
畝
歩

一
、
上
田
壱
反
壱
畝
拾
八
歩

一
、
上
田
壱
反
壱
畝
弐
拾
六
歩
壱
丁
田

一
、
上
田
壱
反
弐
畝
弐
拾
五
歩
上
嶋
合

一

、

上

田

壱

反

壱

畝

弐

拾

七

歩

同

所

一
、
上
田
壱
反
弐
畝
拾
六
歩
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‐

１

１
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１

１

Ｉ

Ｉ

１

１

ｌ

１

新

田

同

所

四
反
田

同

所

同

所

同

所

同

所

悲
し
の

木

田

同

所

下
嶋
合

四
反
田

I
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一
、
上
畑
六
畝
拾
壱
歩

一
、
上
畑
四
畝
拾
五
歩

一
、
上
畑
四
畝
六
歩

一
、
中
畑
七
畝
拾
五
歩

一
、
上
畑
六
畝

一
、
上
畑
三
畝
弐
拾
八
歩

一
、
下
畑
弐
畝

一
、
上
畑
弐
畝
拾
弐
歩
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黒

砂

糖

共

斤

数

去

ル

子

年

ｊ

当

寅

年

造

、

三

ヶ

年

之

間

壱

ヶ

年

限

取

り

調

べ

、

来

ル

夘

二

月

造

之

内

御

勘

定

所

へ

書
付
差
し
出
さ
れ
べ
く
候
、
尤
も
甘
薦
作
り
申
さ
ず
候
八
騨

其
段
も
書
き
出
さ
れ
べ
く
候
、

右

之

趣

御

達

し

申

す

べ

き

旨

、

青

山

下

野

守

殿

仰
せ
渡
さ
れ
候
、
右
一
一
付
き
各
犠
井
》
一
御
組
知
行
之
内

甘

薦

ヲ

作

り

砂

糖

製

作

致

し

候

村

方

こ

れ

有

り

候

分

は

、

別

紙

案

文

之

掴

合

い

｝

一

御

認

メ

差

出

し

こ
れ
有
る
べ
く
候
、
勿
輪
製
作
こ
れ
無
琶
分
八
、
御
知
行

何

国

何

郡

村

々

に

於

い

て

甘

蕊

植

え

付

け

砂

糖

製

作

い

た

し

候

も

の

御

座

無

く

候

段

、

美

濃

紙

頓
面
二
御
認
め
差
出
し
こ
れ
有
り
候
様
存
じ
候
、
依
之
御
達
し
申
し
候

以

上

十

二

月

日

知

行

所

村

々

甘

薦

作

高

砂

糖

製

作

高

書

付

本

文

村

々

製

作

何

ヶ

村

ご

れ

有

り

候

共

書

面

之

撮

合

い

ヲ

以

て

一

村

限

り

一

紙

二

御

認

綴

り

、

美

濃

紙

幅

面

二

仕

立

て

ら

れ

御

差

出

し

こ

れ

有

る

べ

く

候

、

尤

も

三

ヶ

年

之

内

甘

蕊

植

え

付

け

砂

糖

製

作

致

さ

ざ

る

年

こ

れ

有

り

侯

八

爵

其

の

訳

御

趨

め

村

高

何

程

入

り

之

事

私

知

行

所

何

国

何

郡

何

村

内
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歩
小

千

ゴ

文

化

十

三

子

年

此

田

畑

何

町

一

、

甘

蕊

植

付

高

何

程

但

何

反

何

畝

歩

甘

薦

植

付

何

町

何

反

何

畝

歩

是

八

高

外

何

々

之

地

所

本

文

高

之

外

一

、

砂

糖

類

製

作

高

何

程

場

所

植

付

無

之

村

其

段

白

砂

糖

何

程

但

書

二

御

認

之

事

内

卵

下

夕

地

何

程

蜜

何

程

黒

砂

糖

何

程

文
化
十
四
丑
年

一

、

認

方

右

同

断

文
政
元
寅
年

一

、

認

方

右

同

断

右

は

、

私

知

行

所

何

国

何

郡

村

々

二

於

い

て

去

る

子

年

ｊ

去

る

寅

年

迫

三

ヶ

年

分

甘

簾

作

り

高

、

砂

糖

類

製

作

高

書

面

之

通

り

腱

御

座

候

、

右

之

外

製

作

之

村

方

御

座

無

く

候

、

以

上

文

政

二

卯

年

二

月

何

之

誰

印

御

勘

定

所

’外

I
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州
胴
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＃
魚
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亨
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口
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Ｉ
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士
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Ｉ

歪

〆
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御
同
人
御
渡
し
成
さ
れ
候
御
書
付
写

相

州

箱

根

捲

現

別

當

金

剛

主

院

武

蔵

、

上

総

、

下

総

右
諸
堂
社
大
破
二
付
き
修
覆
為
助
成

右
三
ケ
国
三
ケ
年
之
間
勧
化
状
持
参

役
僧
入
来
候
、
卯
三
月
が
巳
三
月
迪
御
料

蝿
一
関
懸
聡
守
恥
櫛
》
塒

鍛
金
引
き
替
え
方
之
儀
、
先
達
て
相
触
れ
候
、
小
判

弐
分
判
、
壱
分
判
、
弐
朱
判
取
更
江
無
代
》
一
て

引
替
え
遣
わ
し
候
処
、
以
来
小
判
壱
歩
判

弐
朱
判
は
、
相
渡
ら
ず
、
皆
弐
歩
判
を
以
て

是
造
之
通
り
無
代
｝
一
て
鍛
金
引
替
え
遣
わ
す
べ
く
候

右
之
趣
相
心
得
、
後
藤
三
右
衛
門
役
所
を

始
め
本
両
替
屋
三
井
次
郎
右
衛
門
宗
屋

吉
次
郎
、
竹
原
屋
文
右
衛
門
、
播
磨
屋

新
右
衛
門
、
桝
屋
源
四
郎
、
殿
村
屋
佐
五
郎

且
三
谷
三
九
郎
方
江
鍛
金
差
出
』
引
替
え

申
す
べ
く
候

右
之
趣
相
触
れ
べ
く
候
以
上

十

二

月

13~ ~
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ｐ
ｈ
Ｐ
Ｌ
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Ⅱ
ロ
Ⅱ
・
申
ら
■
■
■
早
■
申
・
‐
甲
‐
七
可
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私
領
寺
社
領
在
町
、
巡
行
致
す
べ
く
候
間

旨
、
御
領
は
御
代
官
、
私
領
は
領
主
地
頭

信
仰
之
輩
、
物
之
多
少
↓
一
限
ら
ず
寄
進
致
す
べ
き

ｊ
申
し
渡
さ
れ
べ
く
候
、

右
之
通
り
相
触
れ
ら
れ
べ
く
候
以
上

植

村

駿

河

守

殿

御

渡

御

書

付

写

道

中

筋

宿

々

人

馬

賃

銭

割

増

し

之

儀

文

化

六

巳

年

正

月

β

當

寅

十

二

月

造

年

限

之

処

頃

、

宿

々

困

窮

難

儀

之

趣

相
聞
き
候
一
一
付
き
東
海
道
は
品
川
’
守
口

宿
迪
、
佐
屋
路
共
来
る
卯
正
月
’
来
子

年

十

二

月

迪

拾

ヶ

年

之

間

賃

銭

寅

十

二

月

~‘h
…
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I

船
銭
共
是
造
之
通
り
弐
割
増
し
、
中
山
道
八

板

橋

＄

守

山

造

井

に

美

濃

路

共

日

光

道
中
は
、
千
住
占
鉢
石
造
井
に
例
幣
使

道
、
御
成
道
、
壬
生
通
、
水
戸
佐
倉
道
共

甲

州

道

中

八

内

藤

新

宿

β

下

諏

訪

迫

奥
州
道
中
は
、
白
津
’
白
川
迪
来
ル
卯

正

月

占

来

ル

子

十

二

月

造

拾

ヶ

年

之

間
是
迪
之
通
り
壱
割
五
分
増
し
諸
取
り
候
機

宿
々
江
申
し
渡
さ
れ
候
東

海

道

之

内

小
田
原
宿
、
箱
根
宿
、
三
嶋
宿

蒲

原

宿

、

日

坂

宿

、

二

川

宿

藤
川
宿
、
石
薬
師
宿
、
坂
之
下
宿

右
九
ヶ
宿
、
近
来
別
し
て
困
窮
に
及
び
候
二
付
き

来

る

卯

正

月

占

来

ル

未

十

二

月

ま

で

五
ケ
年
之
間
前
条
弐
割
増
し
汪
猶
又
三
割

都
合
五
割
増
し
二
申
し
渡
し
候
、

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｑ

ｒ

■

１

１

日

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

ｉ
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１
１
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Ⅱ
１
４
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
心
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ー

I

「
由
・
・
帥
Ｉ
Ｕ

召『
む く
一

一

、

井
出
甚
右
衛
門
知
行
所
豆
州
田
方
郡
大
土
肥
村
名
主
宗
右
衛
門

忰
彦
三
郎
申
上
げ
奉
り
候
、
私
姪
ゆ
っ
と
申
し
當
廿
三
才
｝
一
罷
り
成
り
候
女
子

悴
彦
三
郎
申
上
げ
奉
り
候
、
私
姪
ゅ
っ
と
申
し
當
廿
三
才
｝
一
罷
り
成
り
候
女
子

先

月

十

八

日

夜

心

願

二

因

テ

當

御

支

配

所

三

嶋

宿

小

漬

七
面
神
社
江
通
夜
篭
リ
致
し
候
露
、
翌
十
九
日
田
方
植
付
け
二
付
き

暁
七
ッ
時
頃
、
同
宿
男
女
五
人
連
れ
立
ち
罷
り
帰
り
候
途
中
、
同
所

宝
國
院
門
前
近
辺
こ
て
若
も
の
共
凡
弐
拾
人
程
道
脇
暗
が
り
木
影
ｊ

一
同
一
一
罷
り
出
道
行
之
者
共
ヲ
無
二
無
慰
二
打
郷
致
し
追
い
ち
ら
し

催

げ

の

か

も

ゅ
っ
壱
人
ヲ
凡
拾
人
程
こ
て
と
り
お
さ
へ
候
二
付
き
遜
退
ン
と
操
ミ
あ
せ
り
候
〈
共

女
之
手
弱
く
力
及
ば
ず
高
聲
二
同
行
之
者
ヲ
呼
び
叫
び
綾
得
ば
、
口
に

手
拭
ヲ
わ
り
込
ミ
大
勢
こ
て
手
足
を
と
り
山
林
之
内
墓
所
と
覚
敷
き

所
江
引
ず
り
参
り
同
類
躰
之
若
も
の
共
追
々
欠
け
附
け
参
り
大
勢
二
て

よ

う

強
姥
致
さ
れ
半
死
半
生
之
苦
ミ
言
語
二
述
べ
が
た
く
段
々
小
勢
二
相
成
り
候
内

夜
明
け
方
二
罷
り
成
り
一
同
赴
げ
去
り
、
右
之
始
末
こ
て
髪
道
具
櫛
号
っ
が
い
笄

懐
中
も
の
紙
入
れ
よ
う
さ
し
き
せ
る
た
ば
こ
入
れ
其
外
風
呂
敷
包
み
小
遣
銭
等

残
ら
ず
取
失
い
行
方
相
知
れ
申
さ
ず
誠
腱
大
難
一
一
て
身
之
内
所
々
怪
我
致
シ

身
盟
弱
り
歩
行
も
自
由
な
ら
ず
、
漸
々
と
同
宿
市
ヶ
原
町
身
寄
り
の
者

宅
造
測
り
参
り
右
之
委
細
物
語
り
直
二
自
害
致
す
べ
き
趣
二
侯
鹿
親
類
共

打
寄
り
一
同
差
留
メ
、
存
命
之
れ
無
く
候
て
は
怨
み
ヲ
晴
し
事
も
出
来
兼
何
れ
に
て
も

御
上
様
御
慈
悲
之
御
威
光
ヲ
以
て
右
怨
み
人
共
之
御
穿
鑿
願
い
上
げ
奉
り

欝
憤
ヲ
晴
シ
呉
れ
申
す
べ
き
趣
を
申
し
間
ヶ
早
々
療
養
致
し
今
日
造
存
命

罷
在
り
候
、
誠
二
ゆ
つ
儀
此
上
も
無
き
恥
辱
ヲ
鋏
雪
生
ヲ
捨
候
身
分
二
相
成
り

不
便
一
存
じ
奉
り
候
へ
共
手
掛
り
も
之
れ
無
く
残
念
乍
ら
是
迫
延
日
二
お
よ
び
侯
鹿

乍

恐

以

書

付

奉

願

上

候

－16－
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：
g¥,少

日
二
増
し
評
判
と
り
ど
り
噂
闇
言
等
承
り
に
及
び
其
の
手
筋
ヲ
以
て
相
糺
し
候
虚

同
所
宮
倉
町
与
八
棒
平
八
申
し
口
↓
一
て
同
傅
馬
町
下
駄
屋
新
兵
衛
弟
子

熊

次

郎

同

久

保

町

梅

木

屋

儀

兵

衛

忰

恵

吉

同

連

行

寺

町

忠

助

外

》

一

私

心

當

り

之

者

同

長

谷

町

藤

助

忰

曝

右

衛

門

右

名

前

相
知
れ
申
し
候
之
れ
に
依
り
右
宿
役
人
方
江
掛
合
に
及
び
候
虚
、
彼
是
申
し
紛
ら
し

三
四
日
延
ば
し
置
き
右
之
内
三
人
欠
落
ち
致
し
候
躰
｜
一
て
私
度
々
罷
越
し
掛
合
候
て
も

投
遣
り
｜
一
致
置
、
得
と
取
敢
申
さ
ず
候
二
付
き
右
之
趣
を
以
て
恐
れ
乍
ら
御
願
申
上
げ
べ
く
と

存
じ
奉
り
候
内
宿
役
人
之
内
問
屋
与
右
衛
門
年
寄
万
平
右
両
人
一
一
相
頼
ま
れ
候
由
》
一
て

川
原
ヶ
谷
村
名
主
賀
左
衛
門
罷
越
し
右
一
件
願
立
て
之
儀
暫
く
猶
豫
致
し
呉
れ
候
様

申

し

来

た

り

、

尚

又

内

済

侘

之

趣

意

八

宿

役

人

中

得

と

掛

合

之

上

熟
談
相
頼
み
申
す
べ
き
旨
嘉
左
衛
門
之
を
申
す
二
付
き
其
意
腱
任
せ
候
虚
追
々
日
延
べ

い

た

し

一

昨

十

三

日

同

人

方

β

申

し

采

り

候

は

、

宿

役

人

等

閑

之

致
し
方
こ
て
一
条
之
調
べ
方
埒
明
き
申
さ
ず
段
々
延
日
二
罷
成
り
候
、
併
今
夕
方

造
二
は
急
度
否
申
し
来
り
候
筈
二
御
座
候
間
、
何
分
明
十
四
日
朝
ま
で

出
訴
差
し
扣
呉
れ
候
様
之
れ
を
申
し
、
万
一
明
朝
造
無
沙
汰
二
御
座
候
八
（

勝
手
次
第
御
願
い
成
さ
る
べ
き
旨
申
し
参
り
候
、
之
腱
依
り
恐
れ
乍
ら
止
む
を
得
ざ
る
事

御

訴

訟

申

上

げ

奉

り

候

、

何

卒

前

文

申

上

げ

奉

り

候

名

前

之

者

共

召

出

為

さ

れ

御

吟

味

之

上

娘

壱

人

相

畷

リ

候

難

渋

恐

れ

乍

ら

御

勘

察

之

御

慈

悲

偏

二

願

上

げ

奉

り

候

、

右

之

段

地

頭

所

添
翰
ヲ
以
て
御
願
い
申
上
げ
べ
き
之
露
差
し
掛
か
り
候
儀
二
付
き
恐
れ
乍
ら

出
訴
奉
り
候
、
何
卒
御
慈
悲
を
以
っ
て
前
書
申
上
げ
奉
り
候
始
末
御
糺
し

下
し
置
か
れ
候
様
幾
重
》
｜
も
願
上
げ
奉
り
候
、
猶
御
尋
ね
之
儀
八
恐
乍
ら
口
上
ヲ
以
て

申
し
上
げ
奉
る
べ
く
候
以
上
井
出
甚
右
衛
門
知
行
所
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イ
つ
み
峰
〉
今
今
一
隼
兵
ハ
〕
今
語
媒
吋
辱
与
鐸
豐
（
訣
安
詩
乃
《
馴
守
典
、
進
笈
〈
』
鼻
」
Ｊ

文

政

六

未

年

六

月

激

小

廊

壁

『

班

占

江

川

~

太

郎

左

衛

門

標

潟
と
笈
澱
感

ロ
■
■
■
早
七
■
■
■
■
Ｊ
■
■
Ｐ
５
・
■
■
回
り
ｑ
■
『
■
■
■

穿
偽
ｙ
勤
め
ｉ
ｆ
勺
１
１
１
ヰ
ド
ー

Ⅱ
Ⅱ
。
牙
■
■
Ⅱ
Ⅱ
ｊ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
■
凸

１

」

韮
山御
役
所

1

恐
れ
乍
ら
別
紙
ヲ
以
て
申
上
げ
奉
り
候
、
小
土
肥
村
大
工
清
八
弟
子

佐
助
、
鉛
原
村
木
挽
長
兵
衛
右
両
人
、
其
夜
参
詣
致
し

候
慮
、
韮
山
本
立
寺
標
二
も
残
り
ｊ
致
し
罷
り
在
り
遠
路

之
事
故
暁
セ
ツ
時
立
ち
》
一
て
韮
山
追
罷
り
帰
り
申
す
べ
き
由
外
｝
一
壱
人

土
肥
村
木
挽
安
七
と
申
す
者
、
同
人
儀
八
谷
田
村
↓
一
残
分
致
し

罷
り
在
り
右
社
内
↓
一
て
出
會
三
人
一
同
罷
り
帰
り
申
し
候
二
付
き
ゆ
つ
儀
も

翌
日
田
方
植
付
け
↓
一
て
早
帰
り
致
度
く
、
慥
二
同
行
御
座
候
ハ
パ

帰
宅
致
し
度
く
存
じ
罷
り
在
り
候
処
、
右
佐
助
、
長
兵
衛
儀
八
私
方

出
入
り
之
者
｝
一
て
兼
て
存
じ
囲
罷
り
在
り
候
間
、
ゆ
つ
井
に
仁
田
村
字
兵
衛

妻
両
人
ざ
相
頼
ミ
尤
も
安
七
義
八
佐
助
懇
合
之
者
こ
て
ゆ
つ
義
八

存
じ
申
さ
ず
候
得
共
、
右
五
人
一
同
寵
り
帰
り
候
途
中
宝
國
院

門
前
脇
’
何
者
と
も
知
れ
ず
凡
弐
拾
人
程
罷
り
出
佐
助
外
弐
人

之
者
ヲ
理
不
尽
二
打
郷
に
及
び
人
違
い
一
乏
れ
有
る
べ
き
趣
申
間
か
せ
候
得
共

一
切
聞
き
入
れ
申
さ
ず
、
既
二
打
殺
し
申
す
く
し
杯
と
法
外
に
申
募
り

多
勢
之
義
こ
て
手
向
か
い
も
寵
り
成
ら
ず
、
漸
々
と
危
難
ヲ

退
れ
過
去
り
ゆ
つ
義
八
多
勢
』
一
と
ら
わ
れ
候
へ
ど
も

私
共
自
力
二
及
ば
ず
大
難
之
段
申
訳
も
之
れ
無
き
趣

右
之
者
一
同
之
を
申
し
候
、
恐
れ
乍
ら
此
の
段
申
上
げ
奉
り
候
、
何
卒

御
慈
悲
ヲ
以
て
前
書
之
始
末
御
吟
味
下
し
置
か
れ
候
横
幾
重
腱
も

願
上
げ
奉
り
候
、
以
上
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心
Ⅵ
典
胤
峅
涛
砕
葎
餐
式
琳
玲
Ｊ
心
土
警
部
埋
斗
囎
附
鵬
？
扱
無
膜
御
上
様
江
も
御
苦
労
相
掛
ヶ
去
る
未
年
迩
も
御
用
捨
米
拾
五
俵

御

上

様

は

、

申

し

上

げ

る

に

及

ば

ず

、

貴

殿

之

御

勘

弁

害

々

を

以

て

漸

々

取

続

き

可
曹
撒
墓
不
苧
毒
虞
産
室
訟
這
説
嘩
わ
篭

卦
薇
逼
繁
呼
婆
腱
稔
墨
鴬
毫
姪
方

謝
り
蝋
＃
恥
払
墜
悪
＆
珍
澄
靖
隊
一
通
坊
環
一
切
茎
甜
§
『
、
~
~
躰
御
救
い
下
し
置
か
れ
候
上
は
、
急
度
皆
済
致
す
べ
き
御
年
貢
米
等
之

を
今
＃
等
量
侭
言
麦
専
塔
輔
導
？

（
幽
浄
沙
橇
Ⅷ
”
守
画
ｊ
と
外
↓
骨
鴎
吻
細
″
Ｗ
化
肋
草
岼
楠
一
苛
坤
削
慨
班

免
沸
‐
踊
寄
上
恥
魁
塗
謬
飼
聡
季
欝
Ｔ
↑

~
く
曾
幕
殖
・
芋
雄
蔭
￥
尭
睾
譽
礎
昌

之

御

日

延

べ

御

願

い

下

さ

れ

候

様

御

頼

み

申

し

候

、

然

ル

蝋

近

年

隣

村

一

脇

一

花

霞

．

、

耳

趨

奮

↓

嘉

適

豫

一

言

曾

灌

覺

~

・

震

。

統

不

作

、

匿

々

旱

損

労

こ

て

當

村

百

姓

到

っ

て

臨

窮

仕

り

、

御

定

隙
舟
″
吻
溌
孜
手
彪
七
必
ゞ
Ｌ
＃
八
冊
組
＃
爺
垂
Ｉ

鰐
澗
ｒ
建
下
沁
上
索
Ｉ

履
茄
ｉ
＃
す
繼
臓
舟

一

、

今

搬

御

屋

敷

様

捗

當

村

栄

戯

井

に

外

百

姓

代

之

者

免
中
隔
年
之
如
く
御
検
見
御
用
捨
米
等
御
願
い
申
し
上
げ

外
二
拝
借
返
納
米
等
も
頂
戴
仕
り
、
有
難
き
仕
合
わ
せ
二
存
じ
奉
り
候
、
右

儀
も
行
き
届
き
兼
、
既
一
一
小
前
百
姓
之
内
今
以
て
納
め
不
足
等
こ
れ
有
り

畏
み
奉
り
御
請
け
申
し
上
げ
奉
り
侯
鹿
、
田
畑
耕
作
時
節
柄
二
付
き
御
慈
悲

壱
人
、
来
ル
廿
一
二
日
造
出
府
こ
れ
有
る
べ
き
旨
之
御
菩
附
頂
戴

御

願

申

連

印

一

札

之

事

19－
一

一毫二－－一ユユローーー
－



ｐ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｈ

『

Ｉ

１

ｒ

＋

Ｉ

ｒ

Ｉ

ｒ

Ｊ

Ｉ

Ⅱ

１

Ⅱ

ｒ

ｌ

ｌ

卜

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

１

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

■

ｌ

Ⅱ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｉ

Ⅱ

ト

ー

Ⅱ

ｔ

Ｉ

ｒ

ｌ

罐

池

禰

勿

嬬

訓

垂

ｉ

、

一

マ

権

恥

陸

雁

韮

韮

坐

杵

州

私

砿

や

上

い

Ｉ

、

聯
や
：
埜
傷
匙
畦
と

や

吟

招

帽

七

‐
ｚ
術
抄
股
肌
副
倣
い
‐
｝
我
が
壼
了
妬
む
野
ｊ
必
聯
俗
抱
ｉ
惨

」

曹

、 警 璽
f

ヂ

ダ］
‘ ‐､‐『

＆ ‐ 、

童参
彰ど

も
生

》圭 一． ！‘参､

'
、 糸

地

望 &異
舗 ；、域一理 艶 会 F

詮
.⑯

ロ■■

汽 髭~
ら ＝

P遁
窒鑿寝
-節弓 i寵

か
両

會 鬘 茎/ミミ ー

涌
点
亨
琴
与
壌
Ｉ
修
濡
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伽
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趨
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聖
豆
一
旬

砿
唾
小
腹
＃
４
照
７
参
鎚
拙
と

丈
臥
簑
泉
ｌ

~

、

１

Ｊ

Ｉ

｝

磁

捌

礎

破

祭

，

霞

び

催

や

修
身
刀
琳
Ｙ
浦
皇
冨
、

念
仏
勝
《
３
爵
堂
脱
画
風
維
嫉
』
イ
氏
ｆ
理
ｘ
＃
嫁
、

↓
砂

上

ｋ

ｒ

へ

和

ｆ

一

糺

監

§

奪

う

今

岡

雄

永

餐

§

を

く

廠

禰

も

開
抄
又
笹
捗
恒
函
髭
峰
乳
驚
出
額
附
導
群
謬
ｆ
雁
然
砂
易
碓
で

呼
鈴
聯
Ｉ
過
暴
興
剥
芙
爾
必
侭
瀧
嬉
は
壱
低
畢
漁
具~

「

杢
距
狩
茜
繼
丸
胤
棚
Ⅲ
つ

偽

人

ル

ー

向

う

今

彬

推

つ

一

一

I可 岡
他
心
〃
魚
封

司

一

伽

却

ア

、

、

錨

、

へ

一

〆

隼
盆
」
一
↑
た

『

全

脅

叱

罷
り
在
り
困
窮
必
至
と
仕
り
候
得
ば
御
上
様
へ
対
し
恐
れ
多
選
儀
｜
一
御
座
候
へ
共

御
存
知
之
通
り
貧
村
｜
一
て
入
用
等
も
難
渋
仕
り
候
間
、
何
卒
右
両
人

御
呼
出
シ
之
儀
御
高
免
願
上
げ
奉
り
度
く
存
じ
奉
り
候
、
右
者
此
度
御
呼
出
シ

御
書
附
之
御
趣
意
は
、
宗
右
衛
門
父
子
共
病
気
｝
一
付
き
相
尋
ね
る
儀
こ
れ
有
る

二
付
き
出
府
こ
れ
有
る
べ
き
旨
之
御
書
附
》
一
御
座
候
得
ば
、
御
両
所
之
内
壱
人

な

さ

れ

は

も

う

す

べ

き

お

そ

醐

な

部

ら

ぞ

ん

じ

た

て

唾

つ

り

全
快
御
出
府
被
成
候
上
者
、
御
用
捨
御
弁
シ
可
申
哉
一
一
乍
恐
奉
存
候
依
之

何
卒
相
成
り
候
八
鼠
村
方
出
府
之
儀
御
赦
免
成
し
下
さ
れ
度
く
、
此
の
段
御
取
り

成
シ
願
上
奉
り
候
是
非
々
々
御
間
済
み
こ
れ
無
く
右
御
願
相
叶
い
申
さ
ず
候
八
蛍

な

が

ら

御
用
之
儀
難
儀
乍
も
罷
り
出
申
す
べ
く
候
得
共
、
相
成
り
候
ハ
富
右
之
訳
柄

罷
り
在
り
候
得
共
、
村
方
一
統
皆
々
壱
人
作
業
｜
一
て
今
日
百
姓
相
営
ミ

得
と
御
勘
弁
下
さ
れ
、
強
い
て
御
取
り
成
し
下
し
置
か
れ
候
機
付
方
惣
百
姓
一
同

偏
一
一
御
頼
み
申
し
上
げ
奉
り
候
以
上
、

文
政
七
申
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士
肥
村

|可 同

専

藏

②

同

儀

右

衛

門

③

同

久

右

衛

門

③

同

文

蔵

③

百

姓

武

右

衛

門

③

栄

蔵

⑬
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＃
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＝
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友
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又
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右
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猶
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↓
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右
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右
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付
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右
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右
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熟
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右
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又
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又
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右
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又
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仰
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廿
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仁
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右
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右
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、
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燭
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取
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之
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付
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四

十

八

文

六

分

六

厘

此

銭

三

百

三

十

文

割

合

納

御

名

王

一

、

米

弐

俵

壱

斗

要

八

機

内

金

壱

分

弐

朱

卜

永

四

十

文

壱

分

七

厘

此

銭

弐

百

七

十

文

割

合

納

米

御

名

主

一

、

六

俵

壱

斗

大

八

様

弐

升

五

合

内

金

壱

両

弐

朱

卜

永

三

十

六

文

壱

分

弐

厘

此

銭

弐

百

四

十

四

文

割

合

納

此

割

米
壱
俵
｝
一
付

永
百
八
十
三
文
四
分
六
厘
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１

、

、

。

。

中

日

月

出

廻

１

－

灘
一
一

一一一｛甲一一一一己一

４

曲

１
L

~

~

前

書

之

通

り

家

財

諸

~

道

具

残
ら
ず
寅
梯
い
代
金
を
以
っ
て

御

年

貢

不

納

方

相

済

ま

し

井
一
一
諸
借
用
金
等
分
等
仕
る
べ
き
候
所

大
不
納
二
付
き
御
年
貢
二
引
選
足
り

申
さ
ず
、
之
れ
に
依
り
御
年
貢
方
へ

ば

か

り

右

携

い

代

金

残

ら

ず

割
合
仕
り
候
間
、
時
之
相
場
ヲ
以
っ
て

御
引
取
り
下
さ
れ
、
相
凝
り
候
分
ハ

何
卒
御
勘
弁
を
以
っ
て
、
三
ケ
年
賦
上

納
二
成
し
下
さ
れ
度
く
願
上
げ
奉
り
候
、
内
借

方
之
儀
ハ
右
之
趣
二
付
き
、
割
合

金
之
れ
無
く
候
間
、
追
年
連
々
二

相
濟
み
度
き
段
無
心
申
し
入
れ
べ
く
候

い

ず

金

主

何

れ

も

親

類

事

ゆ

へ

ひ
た
す
ら

一
向
無
心
申
入
れ
可
く
皆
右
衛
門
儀
八

老

衰

仕

り

渡

世

相

成

り

兼

候

忰

勇

助

儀

ハ

旧

冬

江

戸

表

へ

夫
奉
公
相
極
め
右
御
給
金
ヲ
以
っ
て

所
々
御
年
貢
上
納
仕
り
候
残
り

I

122－ 一

１
４
小
Ｉ
Ｈ
Ｗ
‐



ー

〆 、

、

I
一

右

躰

大

不

納

一

一

付

窒

當

春

組

合

親

類

立

會

い

相

談

之

上

家

財

諸

道

具

賓

佛

い

雪

隠

壱

ヶ

所

相

残

し

老

衰

之

皆
右
衛
門
井
二
妻
子
住
宅
一
一
仕
り

誠

｝

一

女

之

手

業

こ

て

今

日

ヲ

送
り
罷
り
在
り
候
、
何
卒
格
別
之

御
憐
悪
ヲ
以
っ
て
右
之
段
御
聞
き
済
み

下
し
置
か
れ
度
く
、
五
人
組
一
同

願

上

げ

奉

り

候

以

上

右

五

人

組

壷

串

″

栄

灘

⑳

二

月

″

林

藤

⑳

〃〃

~
~

弥

吉

③

宗

兵

衛

③

‐
喝
４
Ｌ
、
ｌ
１
ｌ
Ｊ
Ｉ
‐
口
ｈ
１
Ｌ
ｑ
Ｌ
‐
Ｉ
ｌ
Ｅ
１
‐
ｒ
ｈ
可
１
１
卜
‐
ｒ
ｌ
ｌ
ｒ
‐
Ｊ
ｈ
ｒ
‐
１
ｑ
喝
‐
■
！
Ⅱ
‐
ｊ
Ⅱ
ｈ
ｊ
Ｐ
ｌ
ｌ
口
ｌ
Ｌ
１
ｒ
■
Ⅱ
ｉ
ｌ
ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
！
‐
１
１
１
１
辰
、
‐
暉
‐
‐
’
一
副
串
坤
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OQO

’ ２
、
差
上
申
一
札
之
事
（
伜
出
奔
）

１
、
別
紙
奉
申
上
候
（
名
主
藤
右
衛
門
引
負
）

６
、
乍
恐
以
書
付
願
上
候
（
名
主
宗
右
衛
門
老
二
付
退
惣
百
姓

井

出

甚

右

衛

門

御

内

文

政

七

年

八

月

（

一

八

二

四

）

役

願

）

武

右

衛

門

他

二

十

二

名

浦

野

喜

兵

衛

５
、
定
書
（
彩
敷
役
負
担
二
付
取
き
め
）

４
、
入
置
申
一
札
之
事
（
元
名
主
惣
左
衛
門
儀
不
届
有
之
）

３
、
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

（
親
要
右
衛
門
義
病
死
）

８
、
御
吃
申
一
札
之
事
（
武
右
衛
門
宅
に
て
博
変
せ
ん

さ
く
中
に
お
き
た
打
榔
睦
證
文
）

７
、
差
出
申
済
口
證
文
之
要
（
定
右
衛
門
伜
長
次
郎
水
定
右
衛
門
他

死

致

）

９
、
乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
奉
申
上
候
（
飯
米
代
金
滞
）
大
土
肥

皿
、
辰
年
村
入
用
立
替
調
帳

Ｄ

類
標

題

大
土
肥

大
土
肥
伝
左
衛
門

柵
訓
艫
賦
鮴
榊
鮴
剛
奈
良
屋
御
役
所

越
石
仁
田
村
忠
蔵
⑳
他

仁
田
村
若
者
惣
代
半
助
大
土
肥
村

他

六

名

御

名

主

彦

三

郎

殿

文

政

八

年

八

月

（

一

八

一

宝

）

名
主
彦
三
郎

差
出
人

～

村
御
役
元
彦
三
郎

請
取
人

宝
暦
六
年
七
月
（
一
七
五
六
）

宝
暦
十
二
年
九
月
（
一
七
六
二
）

寛
政
七
年
七
月
二
日
（

一

七

九

五

）

文
政
八
年
四
月
十
一
日

（

一

八

二

五

）

文
化
九
年
四
月
（
一
八
一
二
）

文
化
十
年
十
月
（
一
八
一
三
）

文
政
十
二
年
三
月
二
八
二
九
）

天
保
三
年
壬
十
一
月
十
五
日
改

（

一

八

三

二

）

年
月
日
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や

０

０

０

、

、

、

、

、

、

０

９

■

Ｂ

・

９

△

８

０

０

９

Ｃ

Ｉ

Ｂ

９

４

０

０

，

０

０

口

７

９

Ｇ

口

●

Ｑ

６

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｊ

Ⅱ

９

１

８

』

Ⅱ

Ｉ

９

Ｄ

Ｏ

ｊ

１

０

ｌ

０

ｌ

０

０

６

１

８

０

則

１

０

１

０

０

４

》

、

、

１

１

０

べ

：

例

川

微

妙

４

１

７

・

・

ク

凸

も

ロ

〆

黙

。

。

。

岬

◇

唯
劣
で
雲
脅
争
牛
″
剃
傲
織
蝋
〆
！
？
焼
州

一
●

妻

な
み
獲
り
傷
今
次
~
~
、

一

夕

猿
‐
言
董
‐
ゞ

銅

拠

洲

弘

~

語

り

必

弓

‐

剰

、

刑
Ｊ
員
約
稲
そ
斧
釧
宥
多
参
‐
』
暴
食
欺
苛

亀
唐
玲
砂
，
え
“
》
に
帰
し
Ｆ
」
や
‐
尤
媚
狸
こ
》
勿
惚
多
學
信
ノ
〔
ノ
派
坤
》
ク
舜
楯
喰
上
い
し
い
，
~
物
ｗ
Ｗ
御
脚
碓
銅
嗣
唇
糾
卜
恥
》
罐
娠
怪
伺
〕
‘

尋
ｎ
総
方
＃
霧
穿
ｆ
吟
惚
…
↑
‐
測
汐
鳥
綿
《

茅
蛍
基
劣
惨
物
慨
朴
~
~
鮫
１
脚
抄
穆
穆
吟
鴨
ハ
穆
棲
~

、
唇
毒
一
重
と
４
１
作
辱
違
菫
潅
●
ぞ

砂

陶

２

葱

ら

ち

９

局

え

一
噸
肪
協
准
全
階
怪
孜
″
！
、
Ⅳ
〃
Ｉ
’

一
八
可
形
，
易
ｒ
胸
峰
や
イ
協
喚
々
型
、●

~

０
ｊ
■
７
０
１
ｌ
Ｈ
１
１
Ｕ
Ｑ
４
６
４
■
９
０
８
１
．
‐
‐
‐
，
，
，
”
‐
調
．
’
．
，
，
，
・
・
１
，
．
，
，
‘
，
，
‐
‐
稲
，
，
柵
○
Ｊ
，
ｊ
ｒ
Ｉ
０
；
ｊ
８
ｌ

尾
ィ
、
浄
搭
一
蕃
条
乏
辱
午

昏
＃
跡
と
滝
啄
そ
ぎ
千
二
§

と
Ｗ
准
切
多
添
倒
参
ふ
げ
矛
壱
一
へ

脆
＃
ｌ
臥
備
今
４
漁
適

所
〃
＆
屍
悩
九
勺
も
、
~
、
、

参
猛
攻
令
施
脾
噌
彬
＃

令
３
１
句
鷺
噂
勺
：
母
、

灘
鰯
継
蝋
臘

、

一
、
先
年
宝
暦
年
中
私
村
方
名
主
藤
右
衛
門
与
申
す
者

引
き
負
い
致
し
候
、
其
節
之
村
方
取
り
計
い
候
八
私
３
四
代
以
前

宗
兵
衛
与
申
す
者
》
一
藤
右
衛
門
跡
名
主
仰
付
け
ら
れ
組
頭
勘
右
衛
門

両
人
江
村
方
取
り
計
ら
い
方
仰
付
け
ら
れ
候
よ
し
お
屋
敷
様
八

井
出
甚
五
左
衛
門
様
御
代
御
用
人
吉
田
岡
右
衛
門
様
御
懸
か
り

宝
暦
六
子
七
月
中
仰
せ
渡
さ
れ
候
御
趣
意
左
二
御
座
候

小
以
〆
金
弐
拾
両
ト

銭

五

百

八

拾

六

文

一

、

金

拾

両

也

名

主

藤

右

衛

門

引

き

負

い宝

暦

五

亥

年

御

年

貢

米

不

納

一
、
米
拾
三
俵
弐
斗
八
升
右
脊
七
ヶ
年
賦
濱
み
壱
ヶ
年
米

弐

俵

ヅ

ッ

上

納

積

り

宝

暦

三

酉

年

御

年

貢

び

た

一
、
金
拾
両
卜
鍔
五
百
八
拾
六
文

御

は

ら

い

代

金

不

納

別
紙
申
上
げ
奉
り
候

御

屋

敷

様

ｊ

村

方

へ

三
拾
両
金
拝
借
仰
付
け
ら
れ
候

金
子
之
内
藤
右
衛
門
引
き
負

右
宥
宝
暦
六
子
年
ｊ
四
拾
ヶ
年

賦
済
み
礎
蝿
惚
誉
ヶ
年
二
付
き
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i

え
今
施
払
典
致
６
《
”

今

琴

~

上
り
署
麦
言

上
海
老
黄
~
一
審

中
靭
孝
員
言

私
悔
鼻
貞
訂

圃
海
す
よ
姜
嗅
し
』

一

夢

’
〈
誕
卸
ｒ
の
に
錘
岬
私
平
句
執
了
僻
乏
網
御

凸
■

1彊
I

#~ ？
易
暇
為
榔
蟹
師
畜
秘
例

令
毫
号
７
１

今
含
多
ｂ
７

令
雲
罰
、
ｌ

〈
巷
’
と
毒
令
認
乱
γ
○
・
つ
！

４
１
Ⅱ
Ⅱ
ｂ
四
面
ｉ
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｄ
８
Ｄ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
■
６
１
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
Ｊ
Ⅱ
Ｉ
。
Ⅱ
Ⅱ
８
１
９
回
Ｐ

、

t

元
金
拾
九
両
弐
分
八

元

金

八

拾

五

両

八

田
畑
は
ら
い
値
段
仰
付
け
ら
れ
候

上
田
壱
反
］
一
付
き

金

三

両

ヅ

ッ

上
畑
壱
反
二
付
き

金

弐

両

弐

分

ジ

ッ

中
畑
壱
反
一
一
付
き

金

弐

両

ジ

ッ

下
畑
壱
反
二
付
き

金

壱

両

弐

分

ザ

ッ

金
弐
分
卜
銭
拾
五
文
夢
上
納

駿

府

町

御

奉

行

所

機

が

拝
借
金
之
内
藤
右
衛
門
引
き

拝
借
金
之
内
藤
右
衛
門
引
き

幸

』

ヤ

Ｕ

》

』

〃

屯

負
右
宥
藤
右
衛
門
越
石
持
地

仁
田
村
分
塚
本
村
分
五
分
積
リ

ニ
て
は
ら
い
地
致
し
上
納
残
り

他
所
村
卜
同
犠
》
一
致
し
候

三

嶋

宿

御

役

所

が

拝

借

右
は
藤
右
衛
門
村
方
持
地
残
ら
ず

御
取
上
ケ
ニ
て
上
田
壱
反
拾
四
歩

居
麓
敷
向
屋
敷
壱
反
四
畝
拾
坪

畭
き
残
り
田
畑
共
は
ら
い
地
鐙
文

藤
右
衛
門
ｊ
差
出
し
元
金
残
ら
ず

仰

付

け

ら

れ

と

村
方
引
請
け
相
成
り
徳
米
を
以
て

右
利
足
等
上
納
致
し
居
り
候

イ
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手
！

＃

割

、

奉

鯉

泡

化

側

伊

と

垂

鋒

叩

２

句

ｋ

峯

１

捲

雁

ノ

侭

ち

り

秘

さ

乍

斗

化

７

ｋ

惚

拶

胤

漉

~
飢

胸

″

修

一

莞

一

ｈ

脚

げ

』

〆

~

！

、
込
一
函
諏
”
冷
傘
率
｛
他
一
角
》
デ
ー
』
毎
一
一
一
ｆ

鞭

（

乢

Ｖ

寮

↑

勧

号

勺

〆

７

１

１

宇
墓

〆

上
轍
ｔ
毎
及
搾
膨
陀
’
’

一
足
功
麗
号
乍
角
嚴
瓶
淵
呼

や
蛎
蜘
抵
雇
乳
浄
鈴

/～

悪
く
挙
り
零
ム
は
畷
川
”

誉
警
鯵

」

や

串

画

‐
ｒ
／
『
１
１
，
１
１
Ｆ
心
１
７

冷一菓之一

右
之
通
こ
て
田
畑
代
金
を
以
っ
て
村
方
一
同
江
引
請
け
上
納
方

仰
付
け
ら
れ
候
即
ち
御
請
書
一
同
連
印
差
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右
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申
し
上
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奉
り
候
右
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立
之
内
炭
焼
き
出
し
受
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方
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先
般
願
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上
げ
罷
り
在
り
候
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般

品
々
御
利
解
之
れ
有
り
恐
れ
入
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承
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奉
り
候
依
っ
て
右
天
城
炭
受
負
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者
江
炭
焼
出
し
方
願
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奉
り
鋲
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付
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共
義
は
下
請
け
二
相
成
り
候
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仰
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付
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付
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右
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秣
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木
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義

先

年

’

数

度

願

人

之

れ

有

る

節
韮
吐
御
役
所
に
於
い
て
故
障
有
無
之
御
糺
し
之
れ
有
り
用
水

掛
か
り
之
村
々
井
に
入
り
會
い
村
々
一
同
’
御
差
止
め
嘆
願
差
上
げ
其
時
々

御
聞
き
濟
み
相
成
り
候
処
尤
も
亥
年
十
二
月
中
尚
又
右
場
所
炭
焼

出
し
御
用
途
江
差
向
け
度
く
趣
願
人
勝
五
郎
申
し
立
て
二
付
き
村
々

役
人
共
御
呼
び
出
し
之
上
伐
木
仕
る
可
き
旨
仰
せ
渡
さ
れ
候
処
前
々

之
手
樋
き
も
之
れ
有
る
儀
二
付
き
御
差
止
め
之
儀
只
顧
嘆
願
仕
り
候
得

共
以
前
与
違
い
方
今
之
御
時
節
柄
相
弁
え
御
受
け
仕
る
可
き
旨
厳
重

之
御
利
解
仰
せ
渡
さ
れ
何
分
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も
御
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届
け
相
成
り
難
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場
合
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差
し

當
た
り
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儀
無
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御
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け
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形
差
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候
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座
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ダ
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仕
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収
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之
上
、
熟
談
内
濟
仕
り
候
趣
意
、
左
二
ヶ
條
書
ヲ
以
っ
て

申

上

げ

奉

り

候

一

、

宿

人

足

之

儀

は

、

寛

政

二

戌

年

井

に

文

化

四

夘

年
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考

辿
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延

直

氏

、

イ

弔

淘

‐

妾

亭

！

や

一

》

、

』

皇

ふ

く

一

議

坐

心

霊

み

共

．

｜

：

到

り

今

＄

ｊ

）

汗

卿

ノ

・

具

）

燭

~

罐

~

週

舞

~

一

応

凸

儘
Ｗ
九
臘
吟
勺
一
壬
砕
吟
人
妥
鐵
但
“
夛
穴
抄
艮
約
〆
；
~
〃
舟
零

蛎

柵

鍬

率

均

警

為

美

雌

~

量

ハ

雌

鳥

鳥
小
握
丈
》
１
台

週

遍

，

‐

傘

~

覧

河
昌
乾
＃
‐
封
ザ
芝
§
～
~
砂

源

鈎

剛

；

鍛

与

郭

、

〈

け

梱

李
詞
毫
季
剛
い
う
、
脇
種
抑
豚
冷
〃
門

三
豚
~

埠

愉

１

Ａ

減

．

ひ
凸

〆

メヒ_婆 喉
！
／
俺
~
‐
・
偽
基
爾
劇
疑

冷
乱
‐
〃
皇
溺
亨
、
~
~
諺
剛
，
》

Ⅷ

編

岬

齢

鏑

客

矛

鱗

挫

廼
馴
師
静
琳
乳
ダ
承
似
た
り
碁
~
～
低
吏
厄
~
吟
乏
、
零

句
一
三
酷
に

デ
鐸
逢

ー

ｙ
矛
々
妙
今
／

Ｉ

【
／
“
ず

一

寺

一

」

鯛

“

妙

到

斗

淵

悔

噌

望

蟄

〃
謨

裁

↑

久

下

ノ

７
~
７

／、
一

王

ち
ぇ
量
§
毒
~
曇
や
~
齢
宅
電

ｉ
介
差
心
主
星
等
上
凰
》

汐

、

霊

ぞ

瑳

其

謬

零

傘
｝
典
↓
今
ｉ
上
型
ク
ゴ
側
、
諾
一

醤

ダ

〃

~

短

包

わ

〆

一
、

と
て通
も
、
登
り
方
江
百
人
下
り
方
江
百
人
、
日
々
弐
百
人
シ
シ
宿
方

『
一
て
相
立
て
申
す
可
く
候
、
尤
も
右
之
内
三
拾
人
ヅ
ッ
上
下
共
急

御
用
物
井
に
御
先
触
れ
之
れ
無
き
不
時
御
通
行
之
た
め

囲
み
置
き
、
残
り
七
拾
人
ヅ
ッ
上
下
共
日
々
相
立
て
申
す
可
く
候
、
右
宿

人
足
之
儀
は
、
御
継
ぎ
合
い
の
外
遣
い
申
す
間
敷
く
候
、
且
つ
囲
み
人

足
之
儀
は
、
急
御
用
物
井
に
御
先
触
れ
之
れ
無
き
不
時
之

御
通
行
之
た
め
囲
み
置
き
候
儀
二
御
座
候
得
ば
、
正
人
足
↓
一
て

日
々
問
屋
場
江
囲
み
置
き
申
す
可
く
候
、
然
ル
上
は
。
何
時
急
御
用

つ

か

ま

つ

る

べ

物
到
来
致
し
候
共
、
少
し
も
御
差
支
え
之
れ
無
き
棟
御
継
立
て
仕
る
可
く
候

尤
も
御
先
触
れ
之
れ
有
る
御
用
物
之
儀
は
、
宿
方
定
式
人

足
上
下
七
拾
人
ジ
ジ
立
ち
携
い
候
上
は
、
助
郷
こ
て
御
継
ぎ
合
い
仕
り

且
つ
御
先
触
れ
井
腱
心
得
触
れ
之
れ
無
く
、
又
は
、
御
先
触
れ
、
心
得
触
れ

御
用
物
与
一
時
二
来
ル
節
は
、
宿
人
足
遣
い
梯
い
候
上
は
、

囲
み
人
馬
二
て
御
継
ぎ
合
い
仕
”
可
く
候
事

両
度
之
済
口
證
文
之
通
り
、
前
々
仕
来
り
相
守
り
、
以
来

宿
馬
之
儀
も
仕
来
り
通
り
、
百
疋
ヅ
ッ
相
立
て
申
す
可
く
候
、
尤
も
右
之

内
弐
拾
疋
は
、
囲
み
置
き
、
日
々
八
拾
疋
多
診
相
立
て
申
す
可
く
砿
、
右
弐
拾

疋
は
、
囲
み
馬
之
儀
二
御
座
侯
得
ば
、
丈
夫
成
る
馬
相
揃
え
日
々

問
屋
場
江
引
附
け
置
き
、
急
御
用
井
腱
御
先
触
れ
之
れ
無
き
不

時
御
通
行
之
れ
者
る
節
は
、
急
度
差
出
し
御
差
し
支
え
之
れ
無
蓋
機

御
継
ぎ
立
て
仕
る
可
く
候
、
且
つ

名
古
屋
月
並
御
荷
物
之
儀
雑
、
宿

馬
八
拾
疋
之
内
こ
て
下
り
當
日
駄
数
丈
除
き
置
き
御
継
ぎ
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退
ｉ
~
急
帥
方
細
鰯
~
・
叩
海
嶺
熟
幽
弱
移
す
拳
雪

念

雛

峨

捌

職

朧

柵

僻

搬

蝸

糾

！

膨
一
刑
ハ
雌
ヂ
ニ
ー
幸
烈
、

f

二
田
９
勺
屯
ｒ
君
。
屯
◆
ｂ
も
■
■
■
■
ｕ
，
０

ｊ
Ⅱ
‐
卜
Ⅱ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｂ
グ
ー
１
１
㎡
ｒ
口
Ｆ
＃

よ

け

う

寵

け

っ

し

て

送
り
仕
る
可
く
鑑
、
尤
も
餘
分
之
除
馬
等
決
而
仕
り
申
す
間
敷
候
事

・
電
齢
灘
卵
鑿
鞠
~
~
言
宿
助
郷
相
ゞ

一

、

加

助

郷

仰

付

け

ら

れ

娯

節

も

、

平

日

同

様

宿

人

馬

差

し

出
し
相
勤
め
申
す
可
き
候
事

一

、

問

屋

年

寄

井

に

助

郷

惣

代

と

し

て

名

主

組

頭

之

内

助

郷
帳
付
け
馬
差
し
人
足
差
し
、
問
屋
會
所
江
詰
め
合
わ
せ
日
々

宿
人
馬
立
て
方
見
届
け
、
其
上
助
郷
人
馬
こ
て
御
継
ぎ
合
い
（
可
）

仕

る

可

く

候

事

一
、
御
先
触
れ
到
来
致
し
候
節
は
、
宿
役
人
助
郷
惣
代
立
合
い

拝
見
致
し
、
双
方
江
写
し
取
り
相
談
之
上
宿
役
人
よ
り
人
馬

触
れ
差
出
し
、
助
郷
惣
代
よ
り
も
別
段
添
え
触
れ
差
出
し
宿
助

郷
方
双
方
一
一
て
、
人
馬
着
到
帳
二
名
前
相
記
し
、
且
つ
御
荷

物
附
け
候
節
は
、
問
屋
年
寄
り
差
し
圏
に
任
か
せ
其
場
所
江
助

郷

馬

差

し

罷

り

越

し

、

御

荷

物

軽

重

井

に

馬

之

強

弱

見
計
ら
い
御
継
ぎ
立
て
仕
る
可
く
候
事

一
、
日
々
宿
人
馬
井
腱
助
郷
人
馬
共
立
て
方
立
合
い
見
届
け
改
め

之
上
日
〆
帳
仕
立
て
、
連
印
い
た
し
置
き
申
す
可
く
候
事

一
、
人
馬
賃
銭
宿
役
人
井
に
助
郷
惣
代
立
合
い
之
上
請
け
取
り

其
時
々
勤
め
人
馬
江
相
違
無
く
相
渡
し
申
す
可
く
候
事

一
、
宿
助
郷
共
、
万
一
病
馬
等
之
れ
有
り
候
節
は
、
其
馬
代
わ
り

雇
立
て
こ
い
た
し
、
少
し
も
御
差
支
え
之
れ
無
き
様
取
計
ら
い
不
勤
仕
り

申

す

間

敷

候

事１

１~

f､,

｜
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診幸

；
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オ

/fb
l
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甲一

一

一

一

や

1，

鮭
＝

■

-Hf
l七

災
寸

､ロア
L
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I

~
~

、

ひ

つ

Ｕ

年

ｊ

未

年

造

、

一

ヶ

年

金

拾

六

両

弐

分

卜

銀

拾

匁

ヅ

ッ

十

二

月

中

相

渡

し

候

積

り

、

右

金

子

之

儀

は

積

金

こ

い
た
し
、
右
利
永
ヲ
以
っ
て
、
往
々
宿
方
助
成
二
致
す
可
く
侯

ひ

と

え

右

之

趣

ヲ

以

っ

て

熟

談

内

涜

仕

り

、

儲

に

御

威

光

と

し

か

か

お

れ

て

有
難
き
仕
合
せ
一
一
存
じ
奉
り
候
、
然
る
上
は
・
右
一
件
》
一
付
き
重
而

が

正

し

双

方

よ

り

御

願

い

ヶ

間

敷

き

義

、

毛

頭

申

し

上

げ

奉

り

間

敷

く

候

、

後

日

の

為

一

同

連

印

濟

口

證

文

差

し

志

く

だ

ん

ご

と

上
げ
申
し
候
、
価
っ
て
件
の
如
し
、

宿

方

助

成

の

為

金

五

拾

両

三

ヶ

年

割

合

當

一
、
諸
家
御
役
人
様
４
御
差
し
立
て
遊
ぱ
さ
れ
候
御
用
状
、
川
々

留
め
明
け
御
注
進
書
、
井
に
諸
家
様
御
先
触
れ
持
ち
人
足

之

儀

は

、

囲

み

人

足

之

内

上

下

五

人

ザ

ッ

急

御

用

之

た

め

除
き
置
き
残
り
弐
拾
五
人
づ
ッ
を
以
っ
て
御
継
ぎ
送
り
仕
り
、
其
の
餘
之
分
は

助
郷
方
こ
て
御
差
し
支
え
無
く
御
継
ぎ
送
り
仕
る
可
く
候
事

前

書

ヶ

條

之

通

り

訴

答

引

合

人

共

至

極

納

得

し

か

と

之

上

碇

与

規

定

仕

り

、

以

来

不

筋

之

儀

仕

ら

ず

宿

助

郷

和

融

二

御

賄

い

御

継

ぎ

立

て

仕

る

可

く

候

、

且

つ

助

そ

う

ら

え

ど

も

郷

村

々

之

儀

も

、

困

窮

は

、

同

様

之

儀

二

候

得

共

一

、

横
道
往
来
御
継
ぎ
立
て
之
儀
は
、
宿
人
足
上
下
七
拾
人
ザ
ッ

遣
い
錦
い
候
上
は
、
助
郷
二
て
御
継
ぎ
合
い
仕
り
可
く
候
事

巳み
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書
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協
奈
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暮
凸
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ｆ
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Ｆ
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Ｉ
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■

日
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歩
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〃
ん
妙
〔
・
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文
化
六
巳
年
四
月
廿
九
日
〃

源

兵

衛

淳
劣
や

窟

も一

伊

右

衛

門

″

右

四

人

惣

代

間

屋

六

太

夫

訴

訟

人

年

寄

源

兵

衛

右

宿

助

郷

六

拾

四

ケ

村

惣

代

阿

部

猶

之

助

知

行

所

豆

州

君

沢

郡

徳

倉

村

江
川
太
郎
左
衛
門
御
代
官
所

東

海

道

三

島

宿

間

屋
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太

夫

名

主
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歩

Ｉ
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■

灸
省
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も

I

二

七

恥
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ぞ

声

ー

｜

号

ｑ

■
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I

仁
一 華

一

、

今

毅

惣

助

郷

相

談

之

上

東

海

道

筋

宿

助

郷

江

候
虚
兎
角
聴
与
致
し
候
儀
仰
せ
渡
さ
れ
ず
助
郷
村
々

仰
せ
渡
さ
れ
候
二
付
選
當
助
郷
之
儀
も
韮
山
御
役
所
江
相
伺
い

御
領
主
様
’
添
翰
下
し
置
か
れ
一
宿
限
り
頼
み
出
可
く
候
楳
（
被
）

當
助
郷
ｊ
も
懸
合
い
に
及
び
候
虚
小
田
原
宿
助
郷
之
儀
は

之
内
半
々
宛
宿
助
郷
江
割
合
請
取
る
可
き
御
触
れ
出
し
二
付
窒
鮨２ １

右
之
由
小
田
原
宿
助
郷
β
態
々
掛
合
之
れ
有
り
候
之
れ
に
価
り

先
年
下
し
置
か
れ
候
人
馬
五
割
増
し
之
儀
是
迪
は

一
同
何
共
真
偽
相
分
か
ら
ず
候
間
道
中

諸
取
り
置
き
候
虚
一
躰
御
触
れ
出
し
之
御
趣
意
二
て
は
五
割

御
触
れ
流
れ
之
御
趣
意
》
一
相
背
き
助
郷
方
江
壱
割
宛

定

書

~

干

し
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ち
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配
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用
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御
継
合
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川
々
留
明
け
御
注
進
書
御
先
触
れ
其
外
御
用
状

御
證
文
付
き
御
用
物
御
継
合
い

隣
宿
振
り
合
い
与
は
相
違
い
た
し
候
廉
々
左
之
通
り

御
用
象
様
御
泊
ま
り
井
に
御
金
荷
物
夜
番
人
足

此
儀
外
宿
こ
て
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御
支
配
内
御
用
向
選
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宿
方
こ
て
継
立
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候
へ
共

差
掛
り
候
御
継
立
て
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又
助
郷
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渋
仕
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御
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え
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御
座
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携
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郷
｜
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さ
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外
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て
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こ
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勤
め
候
得
共
三
嶋
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て
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定
め
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郷
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仕
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仕
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｜
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仕
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右
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付
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助
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三
嶋
宿
こ
て
は
助
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仕
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又
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仕
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触
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郷
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仕
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仕
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奉
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右
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通
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上
げ
奉
り
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助
郷
一
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通
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何
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御
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済
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成
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下
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置
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難
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仕
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奉
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九
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郎
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大
八
外
壱
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右
宿
人
馬
継
ぎ
合
い

百
疋
之
内
三
拾
人
弐
拾
疋
除
き
残
り
七
拾
人
馬
八
拾
疋

日
〆
帳
其
外
心
得
難
き
旨
申
立
て
候
鹿
宿
役
人
共

召
し
出
さ
れ
追
々
御
吟
味
中
二
御
座
候
処
仰
せ
渡
さ
れ
候
御
利

四
月
中
御
改
正
仰
せ
渡
さ
れ
候
御
定
め
宿
人
馬
百
人

其
以
来
御
触
れ
面
之
御
趣
意
堅
く
相
守
り
井
に
去
る
酉

解
之
趣
一
同
承
伏
奉
り
懸
け
合
い
之
上
熟
談
内
濟
仕
り
候

趣
意
左
一
一
申
上
げ
奉
り
候

右
一
件
御
吟
味
中
二
御
座
候
虚
懸
け
合
い
之
上
宿
助
郷

人
馬
勤
め
方
之
儀
八
定
助
郷
抑
付
け
ら
れ
候
節
之
御
議
定

差

上

申

漬

口

證

文

之

事
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心
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宙
吻
〃
驚
釧
場
宿
方
ｊ
諸
御
通
行
御
銘
々
御
先
触
れ
至
来
次
第

一一

取
計
ら
い
申
す
可
く
且
つ
御
差
止
メ
百
人
之
内
三
拾
人
除
き
残
っ
て

七
拾
人
両
助
郷
｜
一
て
相
勤
め
可
き
儀
八
、
示
談
之
上
靭

御
請
け
證
文
之
通
り
堅
く
相
守
り
御
趣
意
二
掘
れ
ざ
る
様
急
度

す

べ

て

申
す
可
く
、
都
而
先
前
御
触
れ
面
井
に
昨
年
仰
せ
渡
さ
れ
候

右
触
れ
當
て
次
第
、
人
馬
遅
参
不
参
之
れ
無
き
様
差
出
し

写
相
廻
し
過
人
馬
之
れ
無
き
犠
正
路
一
一
触
れ
當
て
助
郷
一
一
て
八

助
郷
江
触
れ
常
て
次
第
差
出
し
申
す
可
く
囲
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人
馬
之
儀
は
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上
下
差
別
無
く
宿
方
↓
一
て
御
継
ぎ
立
て
仕
り
其
除
之
人
馬

之
通
り
是
亦
相
守
り
且
つ
宝
暦
慶
之
御
触
れ
面
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通
り

専
ら
御
用
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非
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之
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み
方
与
相
心
得
日
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備
え
置
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遣
い
撰
い
八
決
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敷
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請
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文

~

~

~

~

－235－



言芯
感
量
鎚
乃

と
！
Ⅲ
埴
必
莚
呼
を
篭
那
；
令
と
ｉ
ｆ

霜

琴

曇

…

峠
挫
Ⅶ
《
》
李
挺
ヲ
緬
吻
釧
妨
吟
茨
ぞ
”
わ
１
７
罪
レ
ユ
啄
峡
マ
チ
さ
〕

…

寶
拶
紫
４
Ⅲ
’
し
汐
，
腓

７
瀝
婆
壷

岡
〆
嘘
庇
芝

ら

持

ち

、

御

先

触

れ

持

ち

杖

携

い

人

足

夜

番

等

八

宿

方

立

て

…
、』

御
差
支
え
之
れ
無
き
様
差
出
す
可
く
去
る
八
月
中
御
公
家
衆
椴

方
御
通
行
二
付
き
人
馬
雇
揚
げ
賃
金
両
助
郷
こ
て

出
金
高
人
馬
立
て
辻
江
引
合
勘
定
仕
り
過
金
之
分
は
、

請
け
取
り
申
す
可
く
、
川
々
留
め
明
け
御
注
進
書
持
ち
御
用
状

之
れ
無
き
様
順
路
二
取
り
計
ら
い
仕
る
筈
双
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仕
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仕
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仕
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仕
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付
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付
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右
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仁
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付
き
代

親

類

百

姓

周

磯
七

269一 ~

一一 1芦一 弐一一一 一 ~



＝＝L で

~ ~

一一七 』ヨーLー+L

－－1上 一

~

’

’
1

１

１

ロ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ロ
Ⅱ
■
弓
。
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
■
ｂ
■
■
Ｆ
Ⅱ
Ｆ

270

ｌ
Ｌ



翫顕 一一
『面

~雨

６
、
御
侘
申
一
札
之
事
（
猫
へ
縄
を
か
け
引
き
ず
り
）

５
、
申
渡
（
番
非
人
）

２
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狂
句
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年
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司
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０
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８
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ｒ
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Ｐ
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Ｉ
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ｌ
牛
、
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１
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矛
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潤
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針
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Ⅱ
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育
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ｌ
り
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篇
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ｒ
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ｒ
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且
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■
甲
Ｄ
Ｂ
ｑ
Ⅱ
０
０
■
■
日
邑
ｇ
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ｑ
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一
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寸
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疋
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口

、

人

皇

ｒ

閲
閣
日
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千

蔓

り
認
化
作
俳
仏
剛

ｑ

一外
珍
患
恥
史
医
虎
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蕊
凝

岬
リ
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易
さ
圃
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争
伸
世
斑
穿
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一
巳
伊
も
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Ｂ
ｐ
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■
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宇
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Ｂ
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昭
０
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■
Ｊ
Ｆ
Ｌ
叶
屯
１
■
■
ｑ

一
三
管
醒
ナ
込
建
一
一
一
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凡

一

、

井

出

宮

内

樵

慶

長

十

九

寅

年

一

一

一

、

妙

高

寺

開

關

之

年

数

二

百

年

余

泰
師
本
尊
延
享
四
丁
夘
迪
二
百
四
十
九
年
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れ
申
さ
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其
外
不
分
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成
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事

其

瑚

過

去

幅

焼

失

之
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数
多
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御
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之
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号
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仕
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之
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十
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年
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上
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つ

ち

の
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ぱ
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什
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②
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＃

｛

Ｙ

１

１

ｊ

畑

へ

鮒

~

ざ

呼

子
七
「

、
ｄ
・

１

，

１

．

■

Ｆ

Ｆ
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Ｆ
１
「
・
覗
七
宅
申
山
Ⅱ
ｊ
Ⅱ
Ⅱ
下
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ロ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
王
‐
Ⅱ
Ｌ

■
辰
Ⅱ
Ｌ
一
七
ｔ
Ⅲ
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Ｌ
４
・
酢
Ｌ
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Ⅱ
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‐
３
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１
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■
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Ｆ
Ｉ
ｌ
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ら
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鐸
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Ｊ
Ａ
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五
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三
石
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大
土
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四

拾

四

石

弐
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壱

升

畑

高
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り
一
当

内
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六
石
七
斗
五
升
六
合
上
沢
堀
末
こ
て
掛
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弐

石

六
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五

升

七

合

郷

分

高

せ

き

掛
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ゞ
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型
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反
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八
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仁
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Ｆ
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弐
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本
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右
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右
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右
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五

畝

弐

拾

弐

歩

沢

之

前

常

之

水

壱

町

七

反

六

畝

廿
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廿
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司
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八

拾

弐
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惣

代

同

州

同

郡

山

木

村

名

主

文

五

郎

同

州

同

郡

大

仁

村

外

七

拾

九

ヶ

村

惣

代

同

州

同

郡

門

殿

寺

璽

原

村

同

善

右

衛

門

天

城

山

向

同

州

賀

茂

郡

加

納

村

外

七

拾

七

ヶ

村

惣

代

同

州

同

郡

下

田

町

年

寄

佐

助

同

断

同

州

同

郡

石

井

村
わ

ず

ら

い

名

主

重

三

郎

煩

に

付

代

權

三

郎

同

州

同

郡

松

崎

村

外

弐

拾

八

ヶ

村

惣

代

同

村

名

主

善

六

煩

に

付

き

代

兼

右

佐

助
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心

吻

毎

碓

牽

娼

榊

唯

や

ノ

ト

寺

、

陽

〃

１

侭

も

外

、

を

~

~

~

~

錘
~
一
亀
穗
、

や

~

像

、

揚

僻

渉

勇

ら

~

汐

~
排

ｉ

ｆ

悌

鉾

~

~

~

幽

蜘

憾

咋

毛

蚕

″

曙

ふ

賑

、

ｆ

凡
杢

野

捌

ｗ

巽

実

．

し

舩
禰
伽
恥
〆
へ
と
ロ
り
ん
＄記

那

一

覧

硬

い

今

裳

易

α

“
仙
筆
ｊ
弧
’
１
ｒ
吟
や

泄
ず
ぶ
、
僅
恥
岻
四
』
嗜
呼
珍
召
罹
榧
~
｛
心
搾
海
豚
っ
、

畢
心
》
や
姥
舜
翫
牽
必
禰
仙
・
調
搾
・
《
ト
~
抵
奄
ｆ
、
、

恥

岬

軋

姥

咋

掛

都

峰

１

《

ｒ

ハ

惣

狸

い

声

勤

エ

鞄

．

零

．

〃

ｊ

ｊ

漂

馬

ご
寺
，
心
〆
溌
姥
絢
〃
八
〃

み

彰

茸

‐

鍵

管

″

~

~

徴

碆

~
並

岬

い

ぱ

豊

松

仰

咋

１

１

．

ｉｊ

”

畠
甲
１
１
長
皇
や
孝
心
好
感
：
１
匁
Ｉ
萄
壗

り

彩

Ｉ

》

穆

懲

》

~

食

＃

と

畷

｛

鈴

・

積

Ｉ

~

パ

~

ｆ

ｆ

二

一

敷

哩

《

が

幅

逼

繧

器

剖

判

参

踊

伽

恥

へ

４

ｊ

~

》

恥

仙

や

筆

グ

ハ

つ

ぇ

訴

碓
峰

吋

州

銚

藤
Ｉ
揮
瀦
~
~
~
~
篭
~
４
》
患

亀

河

~

秀

〃

廷

兵

迩

藍

蒜

一

口

由

日

で

密
舜
皐
玉
〉
／
‐
』
梛
拙
吋
訊
も
坐
咋
″
準
樫
唖
【
》
た
』
砿
ｒ
’
十
Ｊ
１
、
－
圭
寺
や
雲
査
訓
ノ
《
ｎ
Ｉ
Ｊ
「
・
宰
・
、

傍

仙

跳

諒

州

：

》
望
罰
科
釦
到
坪
〆

雪

与

『

〉

些

一

″

牟

私

坐

圭

》

１

１

１

ア

〃

・

テ

坪

，

鰯

》

〉

，

ｔ

〆

典

繩

刊

剖

刈

も

坐
琶
》
』
》
孝
一
恥
岬
｝
え
峰
偶
鋤
御
小
Ｊ
Ｆ
Ｉ
ｊ
荊
河
桧
込
坐
匂
珂
卜
、
ノ
ノ
服
醒
唯
睦
罎
／
（
昇
‘
ｆ
“

徳

倉

村

名

主

孫

七

外

壱

人

相

手

取

り

、

非

人

故

障

出

入

り

願

い

出

吟

味

中

村

役

人

共

儀

番

非

人

と

唱

え

候

、

小

屋

頭

下

小

畠

主

共

八

村

々

『

一

て

扶

助

致

し

候

共

、

三

郎

左

衛

門

支

配

之

者

二

付

議

多

共

之

手

を

離

れ

候

様

に

い

た

し

候

て

八

、

自

然

と

お
き
て

捷

相

背

く

筋

に

こ

れ

有

る

処

、

竹

皮

買

請

人

相

定

め

其

者

ｊ

助

成

金

差

し

出

さ

せ

候

筈

こ

て

国

中

一

統

へ

い

ぎ

中

う

外

売

り

致

さ

せ

ず

筈

議

定

致

し

、

又

八

蝿

牛

馬

こ

れ

有

る

節

、

知

ら

せ

等

二

及

ば

ざ

る

旨

、

其

外

村

用

勤
め
方
之
儀
、
品
々
番
非
人
共
江
申
渡
し
連
印
こ
れ
を
取
る
故

非

人

ど

も

、

徒

相

背

き

識

多

共

難

儀

に

及

ぶ

わ

き

ま

次

第

二

相

成

り

候

得

共

、

右

は

村

役

人

共

捷

相

弁

え

ず

新

規

之

儀

申

し

渡

し

候

よ

り

事

起

こ

り

候

儀

二

付

以

来

右

等

之

儀

相

止

め

仕

来

り

之

趣

を

以

て

夫

々

対

談

議

定

之

上

、

熟

談

内

済

致

す

処

み

ぜ

り

其

醐

非

人

共

呼

び

出

シ

こ

れ

無

く

一

躰

村

役

人

狐

偽

り

申

．

し

聞

け

、

淀

相

背

く

者

共

一

一

付

手

限

｝

－

て

吟

味

に

及

び
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一

~

一
慶
蟹
曇
一
へ
釜
謬

覧

貢

“

臺

孝

毒認，

方

枇

峯

~

荊

~

、

、

”

“

叩

》

↑

や

。

、

１

４

帆

船

Ⅵ

＃

汽

似

リ

シ

Ｊ

ふ

か

浪

無

媚
雌
噌
」
〆
尋
評
他
‐
〆
翌
心
叩
人
聡
一
》
ヲ
人
削
渚
彦
沿
乎
唾

圭

伯

印

小

蝉

~

（

Ｋ

ｊ

赴

参

”

払

い

“

〃

～

奔

干

為

跨

チ

唾

１

１

〃

禮

方

偲

譜

″

ゞ

荷

儲

檮

湛

雰

も

／Ｊ１ノ尋

灼

琴

身

参

狩

鯵

毒

鋤

！

」

、

壼

壼

塞

壷

痔

〉

べ

｛

”

》
九
~
砂
ｉ
・
Ｚ
シ
~
ａ
基

底

像

形

昂

ふ

律

彗

、

程

〕

『

錯
篭
デ
ー
卦
雪
、
堕
叫
“
／
６
か
窪

側
腓
紳
；
＃
Ｉ
知
、
一
，
８
樹
含
と
必
朴
啼
移
允
伸
伽
＃

揖
狗
必
騨
表
謬
請
‐
鈴
斑
聾

を
身
牟
善
配
参
り
を
舞
狭
可

差

／

渥

輔

、

~

〆

ろ

／
わ
~
〆

。
■
ｆ
凸
■
士

Ｌ

甲

串

別

Ａ

も

‐

〆
令
（

、

.)$、 泊

一

、

右

騨

左

衛

門

支

配

豆

州

君

沢

郡

三

嶋

宿

之

内

急
度
叱
り
置
く
、

不
行
届
き
内
多
人
数
呼
び
出
し
を
遣
わ
し
候
は
不
穏
儀

ふ

ら

ち

取
り
計
ら
い
方
不
行
届
き
、
右
始
末
不
埒
に
付
き

儀
も
こ
れ
有
り
、
殊
に
右
出
入
り
内
済
後
申
し
諭
し
方
も

吟
味
中
村
役
人
共
、
新
規
の
儀
申
し
渡
し
候
義
八

川
原
ヶ
谷
村
長
吏
小
頭
三
郎
左
衛
門
儀
、
去
形
末
年

中
、
非
人
故
簿
出
入
り
一
件
引
合
い
》
一
呼
び
出
し

尤
も
以
来
村
用
差
し
支
え
相
成
ら
ざ
る
横
（
可
）

徒
に
拘
わ
り
穰
多
共
難
儀
之
筋
一
一
付
き
相
止
メ

相
成
り
一
躰
非
人
共
儀
、
騨
左
衛
門
呼
び
出
し
を
拒
み
候

段
八
不
届
き
候
得
共
、
其
以
前
番
非
人
共
逃
げ
去
り
候
、

呼
び
状
遣
わ
し
候
処
、
一
同
村
方
を
逃
げ
去
り
候
仕
儀
一
一

心
得
↓
一
て
番
非
人
七
兵
衛
父
兵
左
衛
門
外
拾
九
人

－277－

~



■■■■■■

沁…[唾奎苧謹哉阜竺さ＝… 型#｣姑1h群
壼融霊 碑垂憂再

両 帝
~

傘

砂

“

や

／

傘

癖

癖

率

い

鍛

琴

》

認

‐

’

１

勺

一

歩

や

崎

１

部

‐

ｑ

、

一

：

・

帥

″

叩

”

！

彫

・

雪

１

《

一

今

Ｆ

ｎ

“

／

入

露

汽

唖

〃

珍

狸

（

今

歩

行
胃
種
た
ゑ
~
農
！
獺
〃
ｋ
鯵
！
！

ら
鐙
~
挺
吏
γ
犠

蝦

ｂ

■

■

申

宅

、

二

己

〒

甲

修
‐
ｊ
〃
附
く
茨
室
臆
ゑ
／
琴

彰

吟

錨

〉

馳

岬

酎

岬

、

他

刈

Ⅷ

一

行
ｘ

哩

獅

門

制

〃

Ｍ

ｎ

‐

~

〃

仙

琿

紗

卸

；

~

北

迅

坪

馴
岬
冷
~
吃

暢
瑠
羅
弓
へ
Ｗ

Ⅱ

帆

励

砕

朏

州

わ

一

ヶ

癖

“

Ｕ

ｉ
～
苓
圭
ｒ
４
２
亨
陰
鬼
狐
易
虎
~

締
？
豊
‐
”
~
へ
仏
領
，
‐
，
僻
匁
矧
１
｜
竿
と
斬
拓

■

吃篭
⑩
！
：
万
鹿
彪
晶

~
シ
ぞ
ｉ
篭
式
瀞
？
弄
録
＃
″
〃
~

I

『

１
１
日
Ⅱ
０
丁
■
Ｉ
ｂ
Ⅱ
■
Ｉ
ト
ド

確ノ

総
や

争
斡 ‘

汚‘識､

’

寺

心

附

け

可

き

段

夫

々

対

談

之

上

熟

談

内

済

致

し

候

後

、

弾

左

衛

門

よ

り

番

非

人

七

兵

衛

父
兵
左
衛
門
外
拾
九
人
呼
び
状
遣
わ
し
候
二
付

手

下

稔

多

共

相

廻

り

、

銘

々

呼

び

出

し

之

趣

申
し
間
け
候
処
、
一
同
欠
落
致
候
仕
儀
二
相
成
り

非
人
共
、
騨
左
衛
門
呼
び
出
し
を
拒
み
候
段
八

不

届

之

筋

二

候

得

共

、

其

以

前

番

非

人

共

逃
げ
去
り
候
儀
も
こ
れ
有
り
、
殊
二
内
済
後
申
し
諭
し
方
も

不

行

届

き

内

多

人

数

呼

び

出

し

候

段

八

不

穏

と

が

め

儀
二
ご
れ
有
り
候
、
答
の
心
付
け
も
こ
れ
無
く
不
行
届
き

ふ

ら

ち

取

り

計

ら

い

方

、

右

始

末

不

埒

腱

付

き

急

度

叱
り
置
き
申
す
可
き
処
識
多
之
儀
二
付
き
相
当

之
答
メ
申
し
付
け
可
き
旨
、
申
し
渡
し
穂
多
頭

騨

左

衛

門

へ

引

捜

し

遣

わ

ス
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「
ｔ
Ⅱ
１
１
ｈ
日
ｑ
’
’
’

一

一

孟
々
年
〃
句
＃
１
重
捌
営
爺
諺
参
箇

順
畑
宏
〃
奴
農
魚
望
滝
~
鳥
蝿
披
争
》
~
秘

ｂ

“

ｆ

鋒
ず
龍
蔽
鯵
恥
ｆ
信
電
ｉ
ｆ
擢
寓
橇

上
~
善
埼
ノ
必
作
ｉ
倣
箆
爵
多
を
辱
心
園
勇

鯉
川
ず
龍
蔽
ハ
ー
や
１
Ａ
獅
嘱
乞
寓
で

擢

烏
７
峨
作
~
ｌ
私
駆
昇
さ
〃
雇
冊
畠
静
｛
~
‐
｜

姦

上

~

矛．！
丁

1

緑
』司

享
／』
ぎ
陛〆7

守

屋〉≦
満

Ｔ

〕

り

ら

隻

雄

夢

箸

~

弓

演

鯵

~

７
脚
〃
参
″
一
／
ァ
琢
葬

，

Ｌ

嬉

仰

７

九

Ｊ

脇

ハ

癖

．

１

辱

惣

溌

偽

帰

聖

勿

籔

‐

”

韮

嶬

唇

弥

割

刑

〕

《

》

胴

鯲

狩

珠

堂

鰕

貧

皇

左
懲
ィ
Ｉ
異
ず
ゃ
〃
~

、

？

〃

嫁

協

賜

~

謬

杓

畷

為

叩

斑

蕊
〆i ‐、
脆｛
鼬学

あう 庭甲

全

麿
＝、

三，

属' ~褐
、「 ・象

曇崎;、 目_‐ ）、－
’

一

、

右

三

郎

左

衛

門

手

下

豆

州

賀

茂

郡

岩

殿

村

儀
、
元
小
屋
頭
勘
左
衛
門
代
わ
り
と
し
て
檀
中
村
二

相

廻

り

儀

節

、

艶

牛

馬

有

り

次

第

自

身

二

剥
ぎ
取
り
来
た
り
、
橇
兵
衛
も
同
様
に
仕
来
た
り
候
段
八

存
じ
罷
り
在
り
乍
ら
去
る
未
年
弊
牛
馬
こ
れ
有
り
候
共

し

ら

せ

為
知
に
及
ば
ず
差
し
構
え
間
敷
き
旨
、
村
役
人
よ
り

し

ら

せ

申
し
渡
し
候
後
、
剥
ぎ
取
り
候
儀
ハ
勿
論
為
知
等
も

致
さ
ず
、
其
上
番
非
人
共
逃
去
り
候
節
、
欠
落
ち

い

た

し

其

後

帰

り

小

屋

致

し

居

り

、

当

御
番
所
〈
呼
び
出
し
之
節
、
權
兵
衛
代
と
し
て

村

役

人

差

添

え

八

兵

衛

外

六

人

一

同

出

府

致
し
候
途
中
、
兼
て
御
当
地
へ
出
府
致
し
居
り

助
次
郎
二
行
逢
い
、
同
人
並
二
八
兵
衛
其
の
外

申
し
合
わ
せ
逃
げ
去
り
候
処
、
難
給
続
橡
兵
衛

欠

落

ち

侯

後

同

人

明

小

屋

へ

立

ち

戻

り

忍

び

非

人

小

屋

頭

欠

落

ち

楠

兵

衛

抱

え

非

人

乙

松
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